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2015 年  4 月 15 日 

特定非営利活動法人    

山口発達臨床支援センター 

～春 号～ 

新しい出発の４月。センターの桜の花がみなさんの門出を祝っているかのように今年も満開でした。

センターもニューフエイスが加わり、平均年齢がぐっと下がりました。さらに元気になったセンターは、

今年度も新しい試みに挑戦しようと思っています。 

さて、春のセミナーが３月２７日に開催されました。今回は、長文読解をテーマに、最初にみんなで

山口県公立高校の国語の入試問題に挑戦しました。最近の傾向として、学年相応の国語・算数の学習で

のつまずきに悩んで来られる子どもたちが増えています。算数領域は、計算はできるが文章題になると

内容を読み取ることが難しい子どもたち、国語は音読しながら内容を理解することが難しい子どもた

ち、長文になると取り組む前に気持ちがめいってしまう子どもたちです。まず、長文の段落に番号を付

けてみると、それだけで区画整理でき、段落をまとまりとして把握することができます。実際行ってみ

て、私もハッとしました。小学校では説明文（中・高では論説文）では、作者の主張がどこかにあるは

ずです。論説文は形を変えながら繰り返して読者を納得させようとしています。まずは、題名・文章の

最初・最後に着目し、主張（長文の骨の部分）を宝探しのように探していく作業を行います。骨の部分

を探すことが読解の鍵となることを、セミナー前の職員研修で納得しました。国語も考える道筋を伝え

ることで、子どもたちの理解につながります。ノウハウを持ちながらも伝え方は子どもによって異なり

ます。何を使いどのように伝えるか。私たちの今後の宿題であると感じています。 

春です！新年度が始まりました！ 

昨年 9 月から研修生として指導補助をしてくれて

いた垣内友香さんが、4 月より当センターの職員に

なります。 

ちょっぴり若返るセンター、今後ともよろしくお願

いいたします。 

４月から働かせて頂く事になりました、 

垣内友香です。たくさん利用者さまと関わ

らせていただきながら、成長していきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】 平成 27 年３月２7 日（金） 

9：30 受付～16：00        

【場 所】 防府市地域協働支援センター 

「ルルサス防府」研修室（2F） 

【内 容】  午前・・・講義 午後・・・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ    

  

国語の文章読解 
春季・夏季連動セミナー ～ 文章読解の困りと指導方法 

【講 師】 川間 健之介 先生  

筑波大学附属桐が丘特別支援学校 校長 

           筑波大学大学院人間系 教授 

         川間 弘子      

山口発達臨床支援センター 理事長 

今回も赤い羽根共同募金様より研修

企画に対して助成を受けることがで

きました。ありがとうございました。 

次回、夏季セミナーは引き続き、国語の勉強します。日程は、７月１９日（日）２０日（月・祝）の２日間。 

※詳しくは、５月中旬からの HP、６月配布予定の夏季セミナー案内チラシをご覧ください。 

＊文章の大事なところは「最初と最後にある」 

＊大事なところに線を引きながら読む。 

→必ず主張がある。形を変えて繰り返されている。 

＊段落に番号をうつ。 

＊逆接（しかし、でも）のあとが大事。 

＊「むしろ」のあとも大事（強調している）。 

＊「つまり」のあとは要約がある。 

＊指示語（それ、これ）はどこを指している？ 

＊題名、最初に大事なところがある。  などなど 

午前～職員による読解の「裏ワザ」教えます 

さあ、習ったルールを使って東大の入試問題を 

解いてみよう！！ 

午後～川間先生夫婦によるワークショップ 

＊まず「は」「し」で文字の構成をお勉強。 

  いつも言われること、子どもに間違えさせないように。 

  ことばかけ、呈示、順序、子どもの目を見てるかな？ 

大事です。 

＊つなぎ言葉のお勉強。接続語「しかし」「だから」を使って文を作ろう 

  「犬がないた だから かさをさした」 

  「雨がふってきた しかし かさをとじた」  

  「雨がふってきた だから かさをさした」 

などなど・・・たくさんできました。 
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～～～～    アンケートよりアンケートよりアンケートよりアンケートより    ～～～～    

＊自分が学生の時に習ったやり方よりも分かり易く、国語でつまずきを抱えている子どもへ 

支援する際の教える要点が分かった。 

＊午前中の話は、息子（高１）に聞かせてやりたかった。 

＊1 つ 1 つ丁寧にルールを理解していけば、国語も好きになれるかもと思った。 

＊線を引いたり、段落をつけたりするだけでとてもスッキリすることが驚きでした。 

＊東大問題を解いたことにビックリした。メリハリのある内容でとても身になった。 

＊入試問題の読解は初めて聞くことばかりで面白かった。 

＊久しぶりに長文の読解をし、若くなった気分になりました。 

＊学習の積み重ねの大切さ、教える側の知識と技術の大切さを感じた。   などなど 

 ～文榮堂さんの書籍販売～ 

今回も珍しい書籍がたくさんでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                                 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

                  

２月２３日に団体登録をし

ている社会福祉協議会様の

お譲りますメールに応募し

たところ、お菓子が当選しま

した。早速利用者さんにお配

りし、喜んでいただきまし

た。 

昨年のマツダ労組サンタさ

んのプレゼントから良いこ

とばかりのセンターです♪ 

３３３３月月月月２０２０２０２０日日日日（（（（金金金金））））キッズキッズキッズキッズ卒業企画卒業企画卒業企画卒業企画    

～～～～みんなでおみんなでおみんなでおみんなでお祝祝祝祝いしよういしよういしよういしよう～～～～    

目的＊キッズのお別れ会と６年生のお祝

い会を兼ねてたくさんお話しする。 

＊外食でのマナーを学ぶ 

NPO法人 

言語聴覚児・者支援

の会の助成金より 

３月６日（金）職員研修で山口市下小鯖にある社

会福祉法人 ほおの木会「鳴滝園」に行きました。

鳴滝園は心身に障がいを持っている人たちが自宅

やグループホームから通いながら自分の能力にあ

った仕事を毎日頑張っている社会福祉事業所で

す。その事業活動（仕事）のひとつとして、ケー

キ・クッキー・パンなどの製造販売をしています。

下小鯖にあるスワンベーカリーもその 1 つです。

是非「鳴滝園」を検索してみてください。楽しそ

うな鳴滝園が伝わってきます。 

～ 岡山園長先生のお話より ～ 

障がいを持っていても、悪いことを

すれば悪いと怒ること。「怒っても

分からないから」「障がいがあるか

ら」など障がいを理由に甘やかさな

いこと。 

自分の子をしっかり可愛がってあ

げること。そうすると大人になった

時、みんなから可愛がられる子にな

る・・・・素敵なお話をたくさん聞

かせていただきました。 

↑障がいある我が子を思い、設立された鳴滝園 

←岡山園長先生と 

川間先生。 

お忙しい中、 

ありがとう 

ございました。 

以前ｸﾘｽﾏｽﾃﾞｨﾅｰでもお世話になったｶﾌｪｷﾞｬﾗﾘｰさんでﾌﾟﾁﾃﾞｨﾅｰ。 

母さんたちも一緒です。卒業おめでとう！！ 

≪メニュー≫ 

＊牛肉のピラフ 

＊サラダ・スープ・飲み物 

合同出版さんより、書籍をいた

だきました。 

早速の本棚に置かせていただき

ました。ご覧ください。 

この度、合同出版さんより、

川間先生に執筆依頼がありまし

た。来年あたり、川間先生の本

がでる予定です。 

 



いつも ご支援ありがとうございます！  

新規・継続賛助会員様 （順不同）                     寄付・寄贈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

★長井 玲子さま  ★吉冨 由美子さま ★村上 紀恵さま 

★原川 健一郎さま 

★社会福祉法人蓬菜会さま（団体利用） 

★ 川口さんより  

（書籍・教材） 

 

 

編集後記・・・センターの facebook ができました。HP から、または「山口発達臨床支援センターのひろば」で検索♪  

会報とは違うセンターを見ることができます。 是非ご覧ください。 

4／６～4／１０ 山口県庁１階ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙにて作

品展示会がありました。当センターの利用者さんの

作品も展示されました。 

皆さん、素敵な 

作品でした。 

 

実習中は皆様にご協力いただき、ありがとうございました。 

センターからのお知らせセンターからのお知らせセンターからのお知らせセンターからのお知らせ    

★ 指導について指導について指導について指導について    
規約にもお示ししているように、規約にもお示ししているように、規約にもお示ししているように、規約にもお示ししているように、利用者の方の都合による利用者の方の都合による利用者の方の都合による利用者の方の都合による当日のキャンセルは当日のキャンセルは当日のキャンセルは当日のキャンセルは、その時間をキープしているため、指導料、その時間をキープしているため、指導料、その時間をキープしているため、指導料、その時間をキープしているため、指導料    

が発生します。なお、原則として、が発生します。なお、原則として、が発生します。なお、原則として、が発生します。なお、原則として、振替えを取ることができません振替えを取ることができません振替えを取ることができません振替えを取ることができませんのでご了解ください。のでご了解ください。のでご了解ください。のでご了解ください。    

★ 年会費について年会費について年会費について年会費について    
指導料口座引き落としされている方へ  

 今年度の年会費（3,000 円）は、５月の指導料と一緒に引き落とさせていただきますのでご準備ください。 

引き落とし以外の方へ  

振込の方は５月末までに今年度の年会費（3,000 円）をお願いいたします。 

★ ８月のセンター夏休みについて８月のセンター夏休みについて８月のセンター夏休みについて８月のセンター夏休みについて        

                        ８／１０（月）～８／１６（日） センターはお休みになります。 

 

【実習期間】 

1／19～２／28 

【実習生】 

  山口コ・メディカル学院 

  言語聴覚学科 ３年 

    奥田 梨奈さん 

上田 紗世さん 

今回初めて６週間という

長い期間の実習でした。 

どうなるやらと思いまし

たが、無事終わりました。 

これから実習を活かして

頑張って欲しいです。 

毎年 4／２～４／８ は発達障害啓発週間 

また、毎年 4／２ は国連の定めた世界自閉症啓発デー 

今年度も茶話会・臨床研を企画します。日程は未定ですが、茶話会はいつものように就学・就労。 

臨床研は２０周年記念。気になる方、興味ある方、センターにお問合せください。 

また、当センターの facebook でもお知らせいたします。※編集後記ご覧ください。 

 

茶話会と山口特別支援教育臨床研究会について・・・ ちなみに 5月 27 日(水) 

茶話会「就学について」を 

予定しています。 

 


